
   

 令和３年度 清水小学校だより            令和３年７月２０日発行 

   清 水 の 子     文責 校長 沖島 宏幸 

しっかり考える子 ・ 自らよく行う子 ・ すこやかな子 

 

今が旬？ さんま（三間） 

 

イヨイヨ 楽シイ夏休ミガ 来タ。  悪イコトサヘ シナケレバ  

 

何ヲシテ 暮シテモヨイ。           尋常小学校 

  

大正１２年の「夏休みのくらし諸注意」の中からの一文です。 

 今から９８年前の我が国の学校教育・家庭教育の様子が、この夢 

のような一文から読み取れるような気がします。 

 

 子どもには三つの間（ま）を与えよ、と言われます。 

 

 三つの間とは「時間」「空間」「人間」のそれぞれの間であります。 

 

 子どもにはたっぷりと「時間」を与えよ。夏休みはまさにこれです。日ごろきちんときめ

られた時間枠の中で週５日間、毎日毎日小刻みな時間割・日課に追われてきた子どもたち。

学校の「時間」は、学校が決めたものであって、自分で自由に決められる「時間」はほとん

ど無いのです。 

 そんな子どもたちに、自分で寝起きの時刻を決めることも、一日の活動内容を計画するこ

とも、またそれを変更することもある程度自由にできる、自分の「時間」を与えられたので

す。 

 

 次に、子どもには広々と「空間」を与えよ。このへんから時代の変化というにおいが立ち

こめてきます。校内という限られた、ある意味で狭い「空間」で過ごした子どもたちが、家

庭や地域でのびのびとさまようほどの「空間」を得られるでしょうか。夏休みのほとんどを

子ども部屋というエアコン完備の、さらに小さい「空間」暮らし。外は暑いしなァ…。 

 

 そして、子どもには互いに影響し合う「仲間・友」を与えよ。でも子どもに与える一番の

友が、ゲームや携帯であったとすれば…。 

 ひとりぼっちの冷えた子ども部屋で、自由に飲み食いし、一日中ゲームやテレビで時間を

費やす。悪イコトでは決してないものの…。 

 

 清水の子の夏休みは、創造的な時間と見たこともない空間で家族という友と過ごす、夢の

ような４２日間であって欲しい願います。 

 

   ※  さんま（秋刀魚）は、オホーツク海にいる７月中旬から始まりますが、旬はやはり 

秋です。秋刀魚が根室から襟裳岬沖辺りに南下し始まる９月から１１月が一番脂がの 

ったおいしい時期だということです。残念ながら、今が旬ではありません。 

 [裏面もあります。ご覧ください。] 



 

８月の主な行事予定 

 

    ８日（日） 山の日  東京五輪閉会式 

   ９日（月） 全校登校日 平和集会 県民祈りの日 [午前のみ、給食なし] 

   １１日（水）〜 １６日（月） 学校閉庁日 

   １９日（日） 家庭の日 

２０日（金） 全校登校日 [午前のみ、給食なし] 

２４日（火） 東京パラ五輪開会式 

   

 

９月の主な行事予定 

１日（水） 前期後半授業開始日 全校朝会 大掃除  委員会活動(５・６年)

   ５日（日） 東京パラ五輪閉会式 

７日（火） 音楽集会 夏休み作品展（９日まで） 

１６日（木） 宿泊体験学習（５年 １７日まで） 

２０日（月） 敬老の日 

２２日（水） 清水小スマイルフェスタ 

２３日（木） 秋分の日 

２９日（水） 代表委員会 

 

〇  あくまでも、現時点での予定です。変更がある場合は、お知らせ  

します。 

  

 
 

 
   

 
    うれしいですねぇ、がんばっている子どもたち            

             － 子どもたちの校外での活躍 －    ※ 敬称略 

 

「九十九島パールシーリゾート俳句大会」 

九十九島パールシーリゾート賞  ○原 ○里○菜（４年２組） 

「ＫＴＮ杯争奪長崎県総合バドミントン選手権大会」 

小学６年生以下 女子単  ３位 ◇田 ◇来（６年２組） 

「ＫＴＮ杯争奪長崎県ミニバスケットボール選手権市予選大会」  

３位（男子）  清水小男子バスケットボール部 

 

※ このようなご時世で、様々な大会等が中止・延期になっていますが、受賞等あ 

られましたら賞状等持たせてください。紹介させていただきます。  

この約４か月間、様々な面で保護者や地域の皆様には、ご理解とご協力をいただき、 

深く感謝申し上げます。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 


